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新
津
商
工
会
議
所
各
部
会
長
等
の
皆
様
か
ら
一
言
、
今
年
の

抱
負
や
意
見
を
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。
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新
津
商
工
会
議
所
各
部
会
長
等
の
皆
様
か
ら
一
言
、
今
年
の

抱
負
や
意
見
を
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。

○
商
業
部
会

部
会
長　

山
田　

道
夫

　

昨
年
は
、
消
費
マ
イ
ン
ド

の
冷
え
込
み
が
続
く
な
か
、

デ
フ
レ
の
影
響
も
大
き
く
影

を
落
と
し
不
安
と
不
透
明
感

が
蔓
延
し
て
お
り
ま
し
た
が

年
度
末
の
政
権
交
代
に
よ
り
、

期
待
感
に
よ
る
今
後
の
光
明

が
見
い
だ
さ
れ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
本
年
は
他
部
会

の
協
力
を
得
な
が
ら
他
市
町

村
の
商
店
街
の
視
察
を
計
画

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

○
工
業
部
会

部
会
長　

松
井　

信
行

　

昨
年
に
引
き
続
き
国
際
見

本
市
・
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ッ
セ
に
工
業
部
会
員
は
じ

め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
社

と
も
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、

月
に
は
今
後
の

経
済
活
動
の
参
考
に
す
る
た

め
に
工
業
先
進
地
で
あ
る
燕

商
議
所
・
工
業
部
会
と
の
意

見
交
換
や
「
磨
き
や
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
」
の
施
設
な
ど
を
視

察
し
て
参
り
ま
し
た
。
秋
葉

区
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

い
ま
、
地
方
が
元
気
を
取

り
戻
さ
な
け
れ
ば
日
本
全
体

の
活
性
化
は
あ
り
得
な
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
は
経
済
団
体

の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
今
後
は
行
政
の
支
援

を
積
極
的
に
得
な
が
ら
経
済

活
動
を
実
施
し
、
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
秋
葉
区
内

（
新
津
小
須
戸
）
の
商
工
業

者
の
異
業
種
交
流
に
力
を
注

ぎ
、
企
業
間
の
情
報
交
換
で

成
長
発
展
を
実
現
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
建
設
工
業
部
会

部
会
長　

小
川　

信
義

　

長
引
く
景
気
低
迷
で
厳
し

い
経
営
環
境
が
続
き
ま
す
が
、

株
価
の
上
昇
等
少
し
変
化
の

兆
し
も
あ
る
の
で
、
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
は
、
先
行
き
不

透
明
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
各
事
業
所
が
信
用
、

信
頼
、
品
質
の
向
上
等
に
努

め
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
諸
業
部
会

部
会
長　

前
田　

正
実

　

早
い
も
の
で
諸
業
部
会
部

会
長
に
な
り
３
年
目
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

　

部
会
に
お
い
て
大
き
な
活

動
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

昨
年
、
新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ッ
セ
２
０
１
２
に
諸
業
部

会
と
し
て
工
業
部
会
と
共
に

出
展
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
出
展
者
を
広
く

公
募
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
の
ご
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

長
引
く
デ
フ
レ
、
円
高
、

経
済
不
安
の
中
、
政
権
が
自

民
党
に
代
わ
り
、
政
府
の
緊

急
経
済
対
策
等
の
経
済
効
果

が
地
方
に
表
れ
る
の
は
ま
だ

先
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

諸
業
部
会
長
と
し
て
で
き

る
限
り
の
情
報
収
集
を
行
い
、

部
会
員
の
皆
様
に
そ
れ
ら
を

提
供
し
、
連
携
を
深
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
活
動
に
対
し
て

の
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
金
融
部
会

部
会
長　

高
橋　

昌
夫

　

県
内
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
、
依
然
厳
し
い
情

勢
が
続
い
て
い
ま
す
。
３
月

末
に
迎
え
る
金
融
円
滑
化
法

の
期
限
到
来
後
も
、
金
融
機

関
の
対
応
が
変
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、

経
営
力
強
化
に
向
け
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
発
揮

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

○
観
光
部
会

部
会
長　

横
山　

英
男

　

経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
観
光
部
会
は
会
員
一

丸
と
な
り
地
域
の
観
光
振
興

と
地
域
活
性
化
の
た
め
努
力

し
て
参
る
所
存
で
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
交
通
部
会

部
会
長　

原
山　

博
臣

　

い
ま
だ
続
く
経
済
不
況
、

雇
用
情
勢
の
悪
化
、
当
地
域

の
交
通
情
勢
も
依
然
厳
し
い

環
境
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

交
通
部
会
で
は
二
つ
の
研
究

会
（
新
交
通
体
系
、
新
物
流

体
系
）
を
柱
に
、
部
会
員
同

士
の
情
報
交
換
の
機
会
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
本
年
も
他
部
会
と
の
連

携
を
深
め
、
地
域
交
通
、
地

域
物
流
の
活
性
化
を
目
指
し
、

各
研
究
会
と
も
に
地
域
経
済

の
発
展
の
為
、
積
極
的
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
商
議

所
会
員
、
職
員
、
地
域
住
民

の
皆
様
の
ご
支
援
を
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
新
津
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

遠
山　

達
也

　

昨
年
、
新
津
商
工
会
議
所

青
年
部
は
創
立

周
年
を
迎

え
、
記
念
す
べ
き
節
目
の
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
会
員
間
の

交
流
も
活
発
と
な
り
、
例
会
・

事
業
も
順
調
に
進
み
、
周
年

事
業
も
無
事
に
終
わ
り
、
充

実
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
青
年
部
ら
し
く
若

さ
を
も
っ
て
地
域
社
会
の
発

展
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
年
も
益
々
の
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
新
津
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長　

土
田
美
津
子

　

新
年
を
迎
え
、
今
年
も
親

会
様
の
地
域
活
性
化
事
業
（
に

い
つ
食
の
陣
・
に
い
つ
夏
ま

つ
り
・
産
業
祭
）
な
ど
に
参

加
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

更
に
、
女
性
会
の
独
自
事

業
（
あ
お
ぞ
ら
市
場
へ
の
出

店
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
・
エ
コ

ロ
ジ
ー
関
連
）
な
ど
に
新
た

な
る
気
持
ち
で
、
会
員
一
同

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
と

共
生
を
図
り
つ
つ
、
「
笑
顔

あ
ふ
れ
る
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
街
」
を
目
指
し
、
活
動
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

部
会
長
等
の
一
言

　長引く不況の経営環境ですが、新津商工会議所の活力ある地
域づくりは会員の皆様の参画が必要です。
　会員組織による民間経済団体として多くの会員の声を集約し、
意見要望活動を行ったり、各種相談を行ったり、会員企業さん
のパートナーとしてお役に立ちたいと考えています。ぜひご加
入ください。
　又、お知り合いで、未加入の方がおいででしたら、ご加入を
勧めていただくとともに事務局へご一報ください。職員が説明
にお伺いいたします。

【入会資格】

　新津地域内の商工業者や商工会議所の趣旨
に賛同していただける方（特別会員）で要件
に該当すれば法人、団体、個人事業主を問わ
ず入会できます。

　一般会費算定基準により①資本金割②従業
員数割③店舗面積割の合計額を基準としてい
ます。

( 例 )

■個人事業主…従業員を３人雇用している場合

→年会費  ５，０００円
■法人…従業員４人雇用、資本金３００万円

→年会費１５，０００円

【年会費】

詳しくは新津商工会議所へ

（ＴＥＬ：２２－０１２１）

【会員のメリット一例】

★各種公的資金融資の斡旋・資金繰りの相談

★経営や技術に関する相談

★青色申告の記帳・決算申告の相談・指導

★経営講演会・研修会の受講

★各種共済制度への加入

★健康管理事業・貸室などは会員料金で提供

★毎月発行の広報による情報の提供等々

商工会議所会員のメリット
例えばこんなとき…


